『若年者のいる世帯全体への支援について』

Aさん（1４歳）中学校２年　女性　陸上部所属　長距離走の選手として有望

概要　　
祖父（81歳）祖母（79歳）母親（47歳）弟（7歳）の5人家族
要介護２、アルツハイマー型認知症である祖父の介護を祖母が行っていた
祖父の介護サービスは通所介護週3回利用のみ　　
母は5年前の離婚後より精神的に不安定な部分はあったが、内服治療にて今は安定して
おり週5日パート勤務をしている
日常の家事全般は祖母が担っていた


ある日、祖母が買物途中で転倒し右大腿骨転子部骨折にて入院。母が、祖父の介護や家事全般をするようになる。祖父の担当ケアマネージャーは、必要に応じて通所介護の利用回数の追加や短期間でもショートステイ利用などを説明したが、金銭的な心配もあったために現在の週３回通所介護のみの利用継続を希望した。
祖父は祖母が不在になったことの理解が出来ないため、昼夜を通して外に出て行く事が増え、母は見守りや介護に時間を費やすようになる。母は慣れない介護とパート勤務をする事で精一杯になり家事を行う事が出来なくなる。代わりにAさんが調理や洗濯などの家事を行うようになったために、部活動も休みがちになっていた。


数週間後、祖父の担当ケアマネージャーが様子確認のために自宅へ訪問する。やせ細った祖父が布団の上で寝ており反応が薄い。孫であるAさんと弟は平日昼間であるが自宅にいた。気になったケアマネージャーは、ふたりに学校について尋ねると「おじいちゃんがじっとしていないので、学校に行けない」と、とても困った表情で返答があった。母親について尋ねると、調子が悪く２階の部屋で横になっているとの事。母へ何回か連絡を取ろうとするが拒否が続く。ケアマネージャーが、利用している通所介護に連絡し最近の様子を確認する。体調不良と連絡を受けて数回休んでいると報告があった。休みの連絡はAさんが行っていた。このままでは家族全体の暮らしが継続出来ないと考えた担当ケアマネージャーは地域包括支援センターへ相談に来た。
